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12
月
４
日
、
鮭
川
中
学
校
３

年
生
に
よ
る
「
子
ど
も
議
会
」

が
、
村
の
議
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
村
議
会
議
員
や
子
ど
も
議
員

以
外
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
傍
聴

す
る
中
、
９
人
の
中
学
生
議
員

が
グ
ル
ー
プ
で
研
究
し
た
成
果

を
基
に
、
村
執
行
部
に
対
し
、

村
政
に
関
わ
る
研
究
政
策
提
案

に
つ
い
て
一
般
質
問
と
い
う
形

で
堂
々
と
発
表
し
、
質
問
し
て

い
ま
し
た
。

　
今
後
の
村
を
担
う
子
ど
も
た

ち
か
ら
の
「
鮭
川
村
を
も
っ
と

も
っ
と
住
み
や
す
い
活
力
あ
る

村
に
す
る
た
め
」
の
貴
重
な
提

案
に
つ
い
て
、
元
木
村
長
か
ら

は
、
今
後
の
村
政
運
営
に
大
い

に
参
考
に
し
て
行
き
た
い
と
村

の
考
え
を
答
弁
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
副
村
長
の
講
評
の
中
で
、

近
い
将
来
社
会
人
に
な
っ
た
時

に
政
策
立
案
や
経
営
戦
略
に
積

極
的
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
12
月
定
例
議
会
初
日
、
鮭
川

小
学
校
の
６
年
生
48
名
の
児
童

の
皆
さ
ん
が
、
社
会
科
の
授
業

で
村
議
会
の
傍
聴
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
学
校
と
は
ま
っ
た
く

違
っ
た
「
議
場
」
と
い
う
慣
れ

な
い
場
所
で
ち
ょ
っ
と
緊
張
気

味
に
真
剣
に
メ
モ
を
取
り
な
が

ら
「
議
会
」
の
仕
組
み
を
勉
強

し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
議
会
の
傍
聴
に
来
て
く

だ
さ
い
。

鮭
小
６
年
生
が

　
議
会
傍
聴
に

中
学
生
議
員
　

村
長
へ
堂
々
と
政
策
提
言

耳
に
し
ま
す
。
大
都
市
集
中
の

政
治
と
地
方
の
衰
退
に
今
に
な

っ
て
気
が
つ
き
、
地
方
を
何
と

か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
声
を
聞
き
ま
す
が
、
も
っ
と

早
く
に
対
策
を
し
て
い
れ
ば
と

強
く
感
じ
ま
す
。

　
現
在
、
人
口
減
少
、
空
き
家

問
題
と
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
が
加

速
し
て
い
ま
す
が
、
議
会
と
し

て
も
今
後
一
つ
一
つ
課
題
を
解

決
し
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た

め
に
、
村
政
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
高
め
、
そ
の
情
報
を
伝
え

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
一
年
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 （
文
・
土
田  

太
）

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
土
田
　
　
太

　
副
委
員
長
　
荒
木
三
智
郎

　
委
　
　
員
　
水
戸
　
一
徳

　
委
　
　
員
　
矢
口
　
健
二

　
委
　
　
員
　
荒
木
　
京
子

　
こ
の
度
、
議
会
の
改
選
に
よ

り
新
た
に
議
会
広
報
委
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
民
の
皆
様
に
よ
り
わ
か
り

易
く
お
伝
え
す
る
広
報
作
り
を

し
て
い
く
た
め
に
、
よ
り
一
層

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
意
見
や
ご
感
想
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
大
き
な
災
害
も
な

く
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
暖
冬
と
い
う
異
常
気
象

の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ど
ん
な
災
害
が
来
て

も
村
民
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
れ

ば
克
服
で
き
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
今
、
政
治
経
済
に
目
を
向
け

れ
ば
「
地
方
創
生
」
と
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
大
筋
合
意
」
の
言
葉
を
よ
く
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議
会
運
営
委
員
会
委
員

議
会
の
運
営
や
議
事
日
程
、
会
議
規
則

や
議
会
条
例
等
の
事
項
を
担
当
し
ま
す

　
委
員
長
　
　
矢
口
　
敏
行

　
副
委
員
長
　
矢
口
　
健
二

　
委
員
　
　
　
荒
木
　
京
子

　
委
員
　
　
　
遠
田
　
伯
保

  

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
委
員

議
会
の
広
報
活
動
、
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
担
当
し
ま
す

　
委
員
長
　
　
土 

田
　 

太

　
副
委
員
長
　
荒
木
三
智
郎

　
委
員
　
　
　
水
戸
　
一
徳

　
委
員
　
　
　
矢
口
　
健
二

　
委
員
　
　
　
荒
木
　
京
子

○
議
会
選
出
監
査
委
員

横

　山 
　小
一
郎

議
会
選
出
監
査
委
員
と
し
て
適
任

者
と
認
め
、
全
会
一
致
で
選
任
案

件
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
最
上
広
域
市
町
村
圏

　事
務
組
合
議
会
議
員

矢

　口  

秀

　資 

矢

　口  

敏

　行

　○
最
上
地
区
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　議
会
議
員

矢

　口  

秀

　資

水

　戸  

一

　徳

信頼のある議会運営に努めます信頼のある議会運営に努めます
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12
月
１
日
に
開
催
し
ま
し
た

臨
時
会
に
お
い
て
、
私
ど
も
議

長
・
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　
地
方
創
生
と
い
わ
れ
て
い
る

今
、
将
来
に
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
を
行
政
と
地
域
住
民
が

一
緒
に
な
っ
て
取
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
私
た
ち
村
議
会
と
し
て
も
村

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
付
託
に
応

え
、
村
の
発
展
と
村
民
の
福
祉

向
上
を
目
指
し
、
議
会
の
機
能

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
村
政
の

施
策
を
検
証
し
つ
つ
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
信
頼
の
あ
る
議

会
運
営
に
一
生
懸
命
傾
注
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
村
民
の
皆
様
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

  

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
委
員

健
康
福
祉
課
、
産
業
振
興
課
、
農
業
委

員
会
、
農
村
整
備
課
に
関
す
る
事
務
を

所
管
し
ま
す

　
委
員
長
　
　
遠
田
　
伯
保

　
副
委
員
長
　
水
戸
　
一
徳

　
委
員
　
　
　
矢
口
　
健
二

　
委
員
　
　
　
矢
口
　
秀
資

　
委
員
　
　
　
横
山
小
一
郎

  

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

総
務
課
、
住
民
税
務
課
、
教
育
委
員
会

出
納
室
に
関
す
る
事
務
を
所
管
し
ま
す

　
委
員
長
　
　
荒
木
　
京
子

　
副
委
員
長
　
荒
木
三
智
郎

　
委
員
　
　
　
土
田
　
　
太

　
委
員
　
　
　
丸
山
　
重
幸

　
委
員
　
　
　
矢
口
　
敏
行

議　長　矢口  秀資

副議長　丸山  重幸

第
８
回
鮭
川
村
議
会
臨
時
会（
初
議
会
）を
開
催
し

議
長
、
副
議
長
の
選
挙
並
び
に
村
議
会
の
委
員
会
等
構
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

地
域
住
民
　と
一
緒
に
な
っ
て
!

信頼のある議会運営に努めます信頼のある議会運営に努めます
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各会計補正予算

特別会計
○国民健康保険特別会計　
　32千円を追加し予算額を132千円とした。
　　　補正内容　国民健康保険基金積立金 32千円
○簡易水道事業特別会計　
　653千円を減額し予算額を4億16,647千円とした。
　　　補正内容　水道管移設工事など事業完成見込みによる　△ 653千円
○農業集落排水事業特別会計　
　3,478千円を追加し予算額を1億19,978千円とした。　
　　　補正内容　施設整備基金積立　2,878千円　消費税　600千円
○後期高齢者医療特別会計　
　239千円を減額し予算額を40,561千円とした。
　　　補正内容　後期高齢者医療広域連合納付金　△ 241千円
　　　　　　　　保険料還付金　2千円

各会計補正予算
　2億58,615千円を追加し予算額を36億99,700千円とした。
 　　　～基金への積立、除雪対策費等を補正～
※村に入ってくる金等を補正（主なもの）
法人税  5,000 千円
地方交付税  140,236 千円
ふるさと寄付金  10,000 千円
子ども子育て支援交付金  2,792 千円
ふるさと応援基金繰入金  2,000 千円
保険基盤安定制度負担金  2,903 千円
児童手当交付金  △ 2,046 千円
特用林産振興対策補助金 2,948 千円
前年度繰越金  89,479 千円

※使用する金を補正（主なもの）
ふるさと応援基金積立金 10,000 千円
職員給与等人件費 △ 10,615 千円
ふるさと納税者へ謝礼  4,984 千円
庁舎等公共施設除排雪経費  11,486 千円  
高齢者世帯等灯油購入助成  990 千円
介護・訓練給付費　 △ 4,548 千円
最上地区広域連合負担金  10,478 千円
特用林産振興対策補助金　 2,948 千円  
人・農地問題解決支援補助金 1,200 千円
消火栓改修事業費  1,250 千円
村道路除排雪対策費 　17,586 千円
除雪機械購入費　 △ 3,700 千円  
県道路整備負担金 　△ 8,000 千円
スクールバス(8人乗り)購入費 3,373千円
財政調整基金積立金  200,000 千円
減債基金積立金  20,000 千円

一般会計
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平
成
27
年
第
９
回
鮭
川
村
議
会
12
月
定
例
会
は
、
12
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
の

５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
６
人
が
登
壇
し「
子
育
て
支
援
」や「
人
口
減
少
対
策
」な
ど
に
つ
い
て
、

質
問
を
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
条
例
の
設
定
と
補
正
予
算
な
ど
、
村
長
提
出
議
案
８
議
案
が

慎
重
審
議
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
、
全
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

12 月
定 例 会

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

伴
い
、
行
政
事
務
を
行
う
際
に

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
個
人

番
号
の
利
用
に
関
し
て
安
全
か

つ
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
条
例

で
定
め
る
も
の
で
す
。

　
個
人
情
報
が
法
律
等
で
定
め

ら
れ
た
範
囲
内
で
そ
の
保
護
に

十
分
配
慮
し
つ
つ
利
用
す
る
こ

と
で
、
行
政
事
務
の
合
理
化
と

効
率
化
を
図
り
、
住
民
の
申
請

や
届
出
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
設
計
の
一
部
を
変
更
し

て
、
解
体
工
事
に
伴
う
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
ら
な
ど
の
運
搬

及
び
処
分
費
用
の
変
更
と

今
後
の
土
地
造
成
等
に
向

け
て
、
埋
設
さ
れ
て
い
る

水
道
管
の
破
損
防
止
の
た

め
、
そ
の
切
り
回
し
工
事
費

を
追
加
し
て
行
う
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
契
約
額

を
３
６
５
万
１
４
８
０
円
増

額
し
、
８
６
８
１
万
１
４
８
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

人権擁護委員候補者として
山科洋子氏の推薦を決定

　
平
成
28
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
山
科
洋
子

氏
（
上
大
渕
）
を
引
き
続
き
鮭

川
村
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

村
長
よ
り
議
会
の
意
見
を
求
め

ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
審
議
の

結
果
、
適
任
者
で
あ
る
と
回
答

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

鮭
川
村
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例

旧
大
豊
小
学
校
校
舎
等
解
体
工
事

請
負
契
約
の
一
部
変
更

解体工事が完了し造成前の旧大豊小跡地

山科 洋子 氏
（上大渕）

議 

案 

の 

審 
議

　　　諮問案件
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10
月

2
日 

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

6
日 

　

〜 

村
山
・
最
上
両
地
方
　
　
　
　

町
村
議
会
議
長
会
合
同
会
議

7
日 

13
日 

村
議
会
全
員
協
議
会

14
日 

第
７
回
村
議
会
臨
時
会

16
日 

最
上
地
方
７
町
村
議
会
議
員
研
修

19
日 

県
町
村
議
会
議
員
研
修

26
日 

県
・
市
町
村
行
政
懇
談
会

29
日 

村
議
会
全
員
協
議
会

30
日 

国
道
47
号
高
屋
道
路
起
工
式

 

11
月

8
日 

国
道
47
号
新
庄
古
口
道
路
開
通
式
　 

10
日 

村
議
会
議
員
選
挙
告
示

11
日 

最
上
を
拓
く
高
規
格
道
路
建
設
促
進

大
会

15
日 

村
議
会
議
員
選
挙
日
（
無
投
票
）

16
日 

村
議
会
議
員
当
選
証
書
付
与
式

 

12
月

1
日 

第
8
回
村
議
会
臨
時
会
（
初
議
会
）

4
日 

村
子
ど
も
議
会

7
日 

正
副
議
長
・
委
員
長
懇
談
会

 

村
議
会
運
営
委
員
会 

9
日 

村
議
会
全
員
協
議
会

11
日

〜  

第
9
回 

村
議
会
12
月
定
例
会

15
日 

17
日

〜 

最
上
地
方
町
村
議
会
議
長
会

18
日 

21
日 

県
知
事
と
語
ろ
う

 

市
町
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
鮭
川

議
会
日
誌

中
央
公
民
館
前
整
備
事
業

基
本
設
計
費
用
等
を
追
加

　
　

　
歳
入
・
歳
出
１
０
０
０
万
８
千
円
を
追
加
し
、

　
３
４
億
４
０
１
１
万
３
千
円
と
し
た
も
の

　
補
正
の
内
容
は
、

○
副
村
長
の
給
料
、
手
当
て
、
共
済
費
等
　
　
　

５
４
９
万
８
千
円
　

○
村
道
用
地
未
登
記
関
係
事
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
万
円

○
防
犯
灯
改
修
費
（
木
柱
腐
食
に
伴
う
移
設
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
１
万
円
　

○
中
央
公
民
館
前
用
地
整
備
事
業
費

　
基
本
設
計
業
務
委
託
料
　
　
　
３
０
０
万
円

臨
時
会
の
開
催

第
7
回
村
議
会
臨
時
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
日

　10
月
14
日

　

鮭
川
村
副
村
長
に

園
田
雄
二
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

　
平
成
18
年
か
ら
不
在
と
な
っ
て
い
た
副
村
長
に
、
園
田
雄
二

氏
（
埼
玉
県
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
起
立
採
決
の
結

果
、
賛
成
者
多
数
に
よ
り
、
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
園
田
氏
は
、
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
政
策
課
調
査
官
の
要
職

を
務
め
、
農
業
行
政
に
精
通
し
て
い
る
方
で
あ
り
、
今
後
の
鮭

川
村
の
農
業
・
農
村
の
活
性
化
に
力
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
期
待
し
ま
す
。

　
就
任
月
日
　
　
平
成
27
年
11
月
１
日
付
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
今
回
の
副
村
長
の
就
任
に
伴
い
、
異
動
に
よ
り
単
身
で
生
活

す
る
こ
と
が
常
況
と
す
る
職
員
に
支
給
す
る
「
単
身
赴
任
手
当

に
つ
い
て
、
現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
通
勤
手
当
や
期
末
手
当
と

同
様
、
単
身
赴
任
手
当
の
支
給
に
関
し
て
特
別
職
の
給
与
条
例

に
加
え
る
改
正
を
し
た
も
の

運動公園整備計画の中央公民館前用地
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過
年
度
過
誤
納
還
付
金
に
つ
い

て
い
つ
判
明
し
、
い
つ
該
当
者

へ
の
通
知
を
し
た
の
か
。

10
月
臨
時
会
で
対
応
し
て
早
急

な
還
付
を
す
べ
き
で
な
か
っ
た

か
。

　住
民
税
務
課
長
　
今
年
９
月
に

間
違
い
が
わ
か
り
、
10
月
２
日

に
連
絡
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

返
還
年
限
や
加
算
金
等
の
精
査

の
関
係
も
あ
り
今
回
と
な
り
ま

し
た
。

　消
火
栓
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

今
回
の
全
面
的
改
修
が
必
要
な

も
の
４
基
と
は
、
全
体
の
消
火

栓
の
う
ち
４
基
な
の
か
。
　
　

　
　

危
機
管
理
監
　
村
内
の
消
火
栓

２
１
４
基
の
う
ち
４
基
で
あ
り

ま
す
。

そ
の
他
、
急
を
要
し
な
い
補
修

等
は
、
新
年
度
予
算
に
計
上
し

て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

消
火
栓
の
管
理
台
帳
整
備
に
つ

い
て
、
村
内
の
消
火
栓
の
修
繕

等
を
含
め
た
管
理
状
況
を
記
載

し
た
台
帳
や
図
面
は
作
成
し
て

い
る
の
か
。

危
機
管
理
監
　
消
火
栓
の
配
置

を
村
の
管
内
図
に
載
せ
て
お
り

ま
す
し
、
管
理
台
帳
も
作
成
し

て
お
り
ま
す
。

旧
大
豊
小
学
校
校
舎
等
解
体
工

事
の
変
更
に
つ
い
て
、
ガ
ラ
等

処
理
量
と
そ
の
運
搬
費
に
つ
い

て
、
設
計
を
変
更
し
て
工
事
を

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
当
初
設

計
と
格
差
が
あ
り
過
ぎ
る
。

も
っ
と
精
度
を
高
め
て
見
込
め

な
か
っ
た
も
の
か
。

総
務
課
長
　
詳
細
図
面
が
な
く
、

外
観
で
設
計
を
組
ん
だ
こ
と
も

要
因
で
あ
る
が
、
当
初
か
ら
精

度
を
上
げ
て
の
設
計
を
す
べ
き

で
あ
り
ま
し
た
。

県
道
整
備
負
担
金
８
０
０
万
円

の
減
額
補
正
内
容
は
。

農
村
整
備
課
長
　
当
初
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
、
居
口
橋
整
備

費
の
減
額
と
段
の
下
地
区
雪
崩

防
止
柵
設
置
の
工
法
変
更
に
よ

り
減
額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

旧
大
豊
小
学
校
校
舎
等
解
体
工

事
の
仮
囲
い
は
、
ロ
ー
プ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
何
の
た
め
か
。

総
務
課
長
　
工
事
期
間
中
の
安

全
確
保
の
た
め
に
部
外
者
の
進

入
防
止
の
た
め
で
す
。

空
き
家
対
策
で
危
険
家
屋
等
の

除
雪
費
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
持
ち
主
と
は
連
絡
が
取

れ
て
い
な
い
の
か
。

危
機
管
理
監
　
４
軒
分
を
予
算

し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
連
絡

が
取
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

社
会
参
加
応
援
装
備
品
（
ウ
ィ

ッ
グ
）
購
入
費
助
成
金
に
２
人

分
２
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

１
人
あ
た
り
の
額
が
１
万
円
で

は
少
な
す
ぎ
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
助
成
対
象
は
、

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
を
想
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
価
格
の
約

２
分
の
１
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

灯
油
購
入
助
成
金
で
１
戸
当
た

り
６
０
０
０
円
と
あ
る
が
、
そ

の
根
拠
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
18
ℓ
当
た
り

１
５
０
０
円
と
見
込
み
、
そ
の

４
回
分
を
見
込
ん
で
の
計
上
で

す
。

合
併
浄
化
槽
設
置
に
つ
い
て
、

来
年
度
の
補
助
要
望
は
何
基
を

予
定
し
て
い
る
か
。

農
村
整
備
課
長
　
県
補
助
金
の

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
の
動
向

は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
す
。

来
年
度
要
望
は
、
現
在
取
り
ま

と
め
中
で
あ
り
ま
す
が
、
例
年

の
要
望
基
数
は
15
基
く
ら
い
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
及
び
減
債
基
金

へ
の
積
立
て
２
億
２
千
万
円
の

内
容
は
。

総
務
課
長
　
今
年
度
、
各
事
業

に
基
金
か
ら
の
取
り
崩
し
を
し

て
予
算
充
当
し
て
お
り
ま
す
が
、

交
付
税
や
村
税
等
の
収
入
見
込

み
が
ほ
ぼ
確
定
し
ま
し
た
の
で
、

取
り
崩
し
た
額
の
一
部
を
基
金

へ
戻
す
た
め
積
み
立
て
を
す
る

も
の
で
す
。

議
案
に
対
す
る
総
括
質
疑

議
案
に
対
す
る
総
括
質
疑
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保育所機能の強化とセンター機能強化
その選択が課題と認識

単独の子育て支援センター整備
を望む

矢口　健二 議員

議員　本村のここ数年の出生者数は、20数人で推
移している現状にあり、保育所の入所者の現状を
見た場合、本来ならば子育て支援センターで支援
するべき３歳未満の乳幼児が多く入所されている
ようであります。
　それに伴い、当然保育士の数も多くなっている
のではないでしょうか。
　また、現在、月・水・金曜日の週３回、午前９

村長　子育て支援センターは、平成21年度から子
育て家庭の支援の場として育児不安の解消や子育
て情報の提供、乳幼児や母親同士の交流を目的に
開設しております。
　その利用状況は、平成23年度の１回当たり16人
を最高に年々減少し、昨年度は１回当たり７人と
なっています。
　その要因は就労する保護者が増えたことにより、
日中に家庭で養育されている乳幼児が減ったもの
と考えられます。

時から正午までの３時間、中央公民館の一室を利
用して「鮭っ子広場」として支援されているよう
でありますが、子育て支援センター機能の充実を
図るためには、単独の施設として整備することが
望ましいものと考えます。
　そこで現在の２つの保育所を統合することにより、
空いた保育所を子育て支援センターとして活用で
きるものと思いますが、考えを聞きます。

　その結果として３歳未満児の保育所入所が増え
てきているものと考えています。
　平成26年度は、37人が入所しており、入所して
いる未満児の保護者の９割は就労しております。
この４年間で16名が増加しております。
　今後さらに増えると思われる未満児保育の受け
入れ体制のあり方については、子育て支援センタ
ーの機能を充実させる方法と保育所の機能を強化
する方法が考えられますが、どちらを選択するか
は今後の課題と認識しています。
　子育て支援センターの充実の前提となる保育所
の統合については、３歳以上の幼児だけであれば
現入所者数からすれば物理的に可能でありますが、
現在の未満児の入所状況や保育所の拡張などを考
慮する必要があるため、保護者・地域の方々の声
を聞きながら「子育て会議」等でも検討していく
必要があると考えます。
　それと並行してこれからも乳幼児期の家庭保育
の重要性をさまざまな機会を捉えてその啓発・指
導に努めてまいります。

一般質問   （村政を問う）
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議
員
　
毎
年
歯
止
め
の
か
か
ら

な
い
人
口
減
少
問
題
は
、
ま
さ

に
市
町
村
消
滅
が
現
実
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
人
口
減
少
の
要
因
は
働

く
場
が
な
い
、
労
働
者
の
村
外

流
出
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

収
入
の
減
少
、
冬
場
の
豪
雪
に

よ
る
生
活
困
難
さ
な
ど
で
あ
り
、

今
後
地
方
の
衰
退
は
さ
ら
に
加

速
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
行
政
と
し
て
や
る
べ
き

喫
緊
の
課
題
は
、

居
住
環
境
整
備

と
子
育
て
支
援

で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
来
年
度
か
ら

村
営
住
宅
の
建

設
計
画
が
あ
る

わ
け
で
す
が
、
今
後
、
集
合
住

宅
を
増
や
し
安
価
な
料
金
で
多

く
の
方
に
居
住
し
て
も
ら
う
こ

と
が
人
口
増
に
つ
な
が
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
各
集
落
の
戸
数
、
人

口
の
推
移
を
ど
れ
だ
け
把
握
・

分
析
し
、
将
来
像
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
対
し
て
現
在
の
支

援
で
十
分
な
の
か
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
必
要
性
も
含
め
、
他

市
町
村
に
無
い
よ
う
な
子
育
て

支
援
策
の
考
え
が
な
い
の
か
聞

き
ま
す
。

村
長
　
居
住
環
境
と
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
は
、
特
に
重
要
な

テ
ー
マ
と
し
て
現
在
議
論
を
深

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

居
住
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
よ
り
若
者
や
子
育
て
世

帯
を
対
象
と
し
た
定
住
促
進
住

宅
と
し
て
３
ヵ
年
で
15
棟
を
建

設
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
設
計
で
は
、
夫
婦
と
子

ど
も
３
人
の
計
５
人
家
族
を
設

定
し
て
い
ま
す
の
で
将
来
的
に

は
概
ね
75
人
を
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
建
設
後
に
情
勢

を
見
極
め
な
が
ら
２
次
計
画
と

し
て
集
合
住
宅
な
ど
の
計
画
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
後
の
人
口
推
移
と
将
来
像

に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
を
進

め
て
い
る
「
鮭
川
村
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
」
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
お
い

て
そ
の
分
析
と
推
移
を
行
い
、

今
後
目
指
す
べ
き
方
向
と
展
望

を
示
し
諸
施
策
に
取
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
に
実
施
し
ま
し

た
「
子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画

ニ
ー
ズ
調
査
」
を
踏
ま
え
て
平

成
26
年
度
に
「
子
ど
も
子
育
て

支
援
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
に
基
づ
き
延
長
保

育
時
間
の
拡
充
、
入
学
祝
金
の

新
設
、
同
時
入
所
に
関
わ
ら
ず

第
３
子
の
保
育
料
無
料
化
な
ど

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
子
育
て

支
援
は
、
重
要
施
策
と
認
識
し

て
い
ま
す
の
で
、
経
済
支
援
、

相
談
体
制
の
充
実
、
遊
び
場
の

確
保
な
ど
の
課
題
を
今
後
前
進

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

地
方
創
生
戦
略
を
基
に
将
来
の
方
向
を
示
し
、

村
民
と
認
識
を
共
有
し
て
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く

村
の
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
施
策
に
ど
う
取
り
組
む

土田　太 議員
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農
業
の
複
合
経
営
に
引
き
続
き
支
援

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
導
入
、
す
ぐ
は
厳
し
い

農
林
業
振
興
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
活
用
に
つ
い
て矢口　敏行 議員

畑地化（ねぎ栽培）

《
そ
の
他
の
質
問
》

○
高
齢
者
の
除
雪
支
援
に
つ
い
て

　
　
　村
長

　本
当
に
支
援
を
必
要
な
方
に
は

　
　
　
　
　
　確
実
な
支
援
に
努
め
る

○
中
央
公
民
館
前
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

　
　教
育
長

　来
年
度
予
算
に

　
　
　
　
　
　グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
費
を
計
上

議
員
　
本
村
の
稲
作
農
家
は
、

生
産
費
の
高
騰
、
米
価
の
引
き

下
げ
で
気
が
許
せ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
経
営
安
定
を
考
え
る

と
き
、
村
と
し
て
稲
作
に
加
え

て
園
芸
や
畑
作
の
複
合
経
営
の

振
興
を
強
力
に
推
進
し
、
品
目

別
に
生
産
量
及
び
販
売
価
格
を

設
定
す
る
な
ど
、
農
家
に
「
や

る
気
」
を
促
す
責
任
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
林
業
に
つ
い
て
も
外

材
に
価
格
面
で
お
さ
れ
、
た
ち

う
ち
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
他
の
自
治
体
で
既
に

取
り
組
ん
で
い
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
導
入
に
よ
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
と
森
林
を
立
派
に

す
る
こ
と
で
、
良
質
の
木
材
の

販
売
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
聞

き
ま
す
。

　
ま
た
、
与
蔵
峠
に

風
力
発
電
設
備
を
設

置
し
、
売
電
す
る
考

え
は
な
い
か
も
合
わ

せ
て
聞
き
ま
す
。

村
長
　
こ
れ
か
ら
は
、
稲
作
に

園
芸
作
物
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

た
複
合
経
営
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

品
目
別
に
生
産
量
や
販
売
金
額

を
提
示
し
、
各
作
物
を
組
み
合

わ
せ
た
場
合
に
ど
の
く
ら
い
の

所
得
が
確
保
で
き
る
か
と
い
う

見
通
し
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
毎
年
、
県
や
Ｊ

Ａ
と
連
携
し
な
が
ら
主
要
園
芸

作
物
ご
と
に
稲
作
と
組
み
合
わ

せ
た
場
合
に
得
ら
れ
る
所
得
額

や
必
要
雇
用
者
数
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
更
に
は
イ
メ
ー
ジ
し
た
所
得

拡
大
が
得
ら
れ
る

よ
う
経
営
規
模
拡

に
対
応
し
た
機
械
、

資
材
等
の
整
備
に

対
す
る
支
援
を
措

置
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続

き
村
独
自
の
支
援

策
に
加
え
、
国
・
県
の
各
種
補

助
事
業
を
活
用
し
農
業
者
の
所

得
向
上
に
資
す
る
対
策
を
講
じ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
林
業
経
営
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
大
変
厳
し
い

状
況
で
あ
り
、
そ
の
打
開
策
と

し
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
導
入

と
い
う
提
案
で
あ
り
ま
す
が
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
は
大
量
の

木
材
を
必
要
と
し
、
村
内
の
森

林
面
積
の
状
況
等
を
考
え
る
と

極
め
て
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
林
業
経
営
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、「
最
上
地
域
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
ビ
ジ
ョ

ン
」及
び「
村
森
林
整
備
計
画
」

に
沿
っ
て
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
次
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

活
用
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

本
村
の
与
蔵
峠
に
お
い
て
も
行

い
ま
し
た
山
形
県
の
風
力
等
調

査
に
よ
る
検
討
結
果
が
公
表
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
結
果
を
得
て
採
算
性

等
の
観
点
を
踏
ま
え
て
対
応
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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短時間認定（8：30～16：30）

村民税額/階層
国（保育料） 村（保育料）

3歳未満 3歳以上 3歳未満 3歳以上

生活保護世帯 0 0 0 0

村民税非課税世帯 9,000 6,000 8,000 5,000

均等割のみ

19,300 16,300

13,200 9,200
9,000円以下

34,500円以下 15,800 12,000

48,600円未満
18,700 15,000

69,000円以下
29,600 26,600

97,000円未満
23,500 19,000

120,000円以下

43,900 40,900150,000円以下 26,200 22,000

169,000円未満
28,800 24,100

183.000円以下

60,100 57,100250,000円以下 31,100 25,800

301,000円未満

32,400 26,800397,000円未満 78,800 75,800

397,000円以上 102,400 99,400

標準認定（7：30～18：30）

村民税額/階層
国（保育料） 村（保育料）

3歳未満 3歳以上 3歳未満 3歳以上

生活保護世帯 0 0 0 0

村民税非課税世帯 9,000 6,000 9,000 6,000

均等割のみ

19,500 16,500

14,200 10,200
9,000円以下

34,500円以下 16,800 13,000

48,600円未満
19,700 16,000

69,000円以下
30,000 27,000

97,000円未満
24,500 20,000

120,000円以下

44,500 41,500150,000円以下 27,200 23,000

169,000円未満
29,800 25,100

183,000円以下

61,000 58,000250,000円以下 32,100 26,800

301,000円未満

33,400 27,800397,000円未満 80,000 77,000

397,000円以上 104,000 101,000

●保育料階層別一覧●

議
員
　
若
い
世
代
は
、
仕
事
を

持
ち
、
結
婚
し
て
出
産
、
そ
し

て
子
育
て
と
忙
し
い
毎
日
の
中

で
出
費
も
多
く
、
更
に
は
乳
幼

児
を
保
育
園
に
お
願
い
す
る
と

な
る
と
仕
事
の
経
験
も
浅
く
収

入
も
少
な
い
中
で
の
保
育
料
は
、

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
子
ど
も
の
数
を

抑
え
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
よ

う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
村

営
住
宅
の
整
備

に
合
わ
せ
、
子

育
て
支
援
を
強

化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
若
い
夫

婦
が
村
内
で
子

育
て
が
し
や
す

く
な
る
よ
う
な
施
策
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　
た
と
え
ば
３
歳
以
上
の
園
児

は
、
第
１
子
か
ら
保
育
料
を
無

料
あ
る
い
は
、
減
額
す
る
施
策

に
取
り
組
む
べ
き
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
保
育
料
金
の
算
定

方
法
が
変
わ
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
負
担
は
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
よ
う
で
す
。

保
育
料
の
見
直
し
の
考
え
は
な

い
も
の
か
聞
き
ま
す
。

村
長
　
子
育
て
支
援
は
、
村
の

重
要
施
策
と
捉
え
て
お
り
、
経

済
的
支
援
策
と
し
て
、
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に
加
え
、

本
年
度
は
、
出
産
祝
金
の
拡
大
、

入
学
祝
金
の
新
設
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
育
料
に
つ
い
て
も

平
成
26
年
度
ま
で
同
時
入
所
に

限
り
第
２
子
半
額
、
第
３
子
無

料
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
同
時
入
所
児
童
に
関
わ
ら

ず
、
第
３
子
の
場
合
は
無
料
化

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
１
子
か
ら
無
料
と
の
提
案

で
す
が
、
子
育
て
家
庭
に
対
す

る
家
計
負
担
の
軽
減
化
は
、
以

上
の
と
お
り
段
階
的
に
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も

「
保
護
者
に
と
っ
て
本
当
に
必

要
な
支
援
は
何
か
」
と
い
う
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
取
組
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、

今
年
度
か
ら
保
育
料
の
算
定
方

法
が
変
わ
り
算
定
基
礎
が
従
来

の
所
得
税
額
か
ら
住
民
税
額
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
も
踏
ま
え
、
子
育
て
支

援
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水戸　一徳 議員

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減
に
努
め
つ
つ

「
必
要
な
支
援
」
に
耳
を
傾
け
て
い
く

第
１
子
か
ら
の
保
育
料
無
料
化
で

子
育
て
支
援
強
化
を
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議
員
　
こ
れ
ま
で
独
占
と
さ
れ

て
き
た
電
気
事
業
に
つ
い
て
、

電
気
料
金
の
引
き
下
げ
等
を
目

的
と
し
て
市
場
参
入
の
緩
和
で

市
場
競
争
を
導
入
し
、
電
力
の

小
売
り
事
業
が
自
由
化
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
28
年
か
ら
は
、
一
般
家

庭
で
も
自
由
化
と
な
る
予
定
で

す
。
つ
ま
り
、
既
存
の
電
力
会

社
だ
け
で
な
く
、
携
帯
電
話
会

社
を
選
ぶ
よ
う
に
自
分
で
電
力

会
社
を
選
択
し
、
そ
の
会
社
と

自
由
に
契
約
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
本
村
の
公
共
施
設

の
電
力
購
入
を
新
電
力
会
社
へ

切
り
替
え
を
す
べ
き
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
村
の
公
共
施
設
の
電

力
料
金
の
支
払
い
は
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
。

　
そ
し
て
安
い
電
力
会
社
と
比

較
し
た
場
合
、
ど
の
く
ら
い
料

金
引
き
下
げ
に
な
る
の
か
を
検

討
し
て
い
く
べ
き
時
期
に
来
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
電
力
の
安
定
供
給
と

い
う
こ
と
も
勘
案
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
新
年
度
予
算
に
反
映

し
て
い
く
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
考
え
を
聞
き

ま
す
。

村
長
　
電
力
の
自
由
化
に
つ
い

て
は
、
平
成
12
年
に
２
０
０
０

ｋ
ｗ
以
上
で
受
電
す
る
大
需
要

家
に
対
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
17
年
に
50
ｋ
ｗ
以
上

に
受
電
規
模
が
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
平
成
28
年

か
ら
は
一
般
家
庭
向
け
電
力
が

自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

「
電
力
小
売
自
由
化
」が
始
ま
り
、

４
月
か
ら
は
本
格
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
自
由
化
に

向
け
て
新
規
参

入
企
業
も
既
に

７
０
０
社
を
超
え

て
増
加
し
て
い
る

よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
村
の
公
共
施
設
の
電

力
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
度
で
役
場
庁
舎
等
主
要
９
施

設
を
合
わ
せ
、
電
力
料
金
は

２
０
８
１
万
円
程
と
な
っ
て
お

り
、
東
日
本
大
震
災
や
原
油
高

騰
な
ど
も
影
響
し
、
近
年
高
い

水
準
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
少
な
い
本
村
に

と
っ
て
維
持
管
理
費
の
縮
減
に

努
め
る
こ
と
と
、
節
約
し
て
得

た
財
源
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
向
け
て
い
く
こ
と
は
当

然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
送
電
設
備
は
既
存

の
電
力
会
社
が
所
有
し
て
い
る

こ
と
へ
の
不
安
や
料
金
へ
の
跳

ね
返
り
な
ど
、
コ
ス
ト
比
較
と

安
定
供
給
に
つ
い
て
十
分
検
討

を
加
え
、
電
力
自
由
化
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

安
定
供
給
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に

コ
ス
ト
の
比
較
な
ど
十
分
に
検
討
し
対
応
し
て
い
く

電
力
自
由
化
に
対
す
る
村
の
対
応
は

荒木三智郎 議員
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現在ある村の組織・団体の強化により
地域の安全・安心を護っていく

地域見守り隊の設置について

遠田　伯保 議員
議員　全国的に命に関わる犯罪等が毎日のように絶えない昨今、県内にお
いても痛ましい事件（事故）が頻繁に発生しています。

　こうした状況を踏まえ、村内の地域に住む、幼児・児童生徒はもちろん

のこと、高齢者が「オレオレ詐欺」などの事件に巻き込まれるのを防いだ

り、交通事故などから身を守ることを目的として、村内に「地域見守り隊」

を設置して安全で安心して暮らせる村づくりをすべきだと思います。

　村の「地域見守り隊」の設置についての考えを聞きます。

村長　高齢者が関わる事故や高齢者を狙った「オ
レオレ詐欺」が県内において頻繁に発生しています。

村内でも危うく振り込みそうになった事例が発生

しましたが、金融機関の職員のおかげで未然に防

ぐことができました。

　村としても即座に防災行政無線で注意の喚起を

行い、警察からの広報についてお願いしたところ

です。

しかし、このような犯罪等は、今後も懸念される

問題であります。

このため、本年、村防犯協会の組織見直しを行い、

地区区長を評議委員とするとともに、村交通安全

関連団体、村青少年育成村民の会、村ＰＴＡ等の

団体の長を理事として地域の見回りや学校児童生

徒への注意喚起等防犯活動に取組んでいるところ

です。

　このような取り組みとあわせ、特に１人暮らし

の高齢者を守るため、村高齢者見守り隊を結成し

て声かけや訪問を行っております。

　村としましては、新たな組織をつくるのではなく、

現在ある組織を強化しつつ、警察、学校など関係

機関と連携を密にして情報の共有化と広報活動を

行い、地域の安全な暮らしを護っていきたいと考

えています。


